
 
九州手話サークル連絡協議会研修会 講師都サ連高田代表 ～応援隊の巻～  

 
6 月 26 日（日）開催の九州手話連絡協議会（以下、九手連）研修会に、講師として高田代表が趣いたのは、

以前におしらせしたとおりです。 

その折、高田代表の勝手応援隊として、杉石と林が同行しました。（もちろん、二人は自費です～） 

宮崎県聴覚障害者センター 安藤豊喜理事長（前全日本ろうあ連盟理事長）にお会いできるかな？ そして、

南国の青い空と風も満喫できるかも～♡と胸ときめかせ、前日の 25 日（土）に、代表と共に応援隊も宮崎入り

しました。 

宮崎空港は、ここはハワイ？と思えるくらいの南国ムードです～♪ 

迎えに来てくださった宮崎県手話サークル連絡協議会（以下、県手連）のかたの車に同乗して、聴覚障害者セ

ンターが入る県立生活情報センターに到着すると、そこは前夜の理事会からの盛り上がりで、もう熱い雰囲気

です！ 

 

 

 

 

 

 

 

九州全域から一堂に会する千載一遇のチャンスですから、スケジュールは超過密。24 日（金）夜の理事会

に始まり、25日（土）は、理事会の続き、弁当ランチ、幹部会議、評議員総会、懇親会、夜はさらに続く・・？ 

そして 26日（日）は、一日研集会といった具合です。 

私たちは、25 日のランチタイムに到着。その時伺ったお話の内容に、九州の体制に強い意思を感じました。

例えば、A県の会費の内訳です。サークル会費 3,600 円→その内、県手連へ 1,000 円→さらにその中から、 

九手連へ 300 円。 

そして、代表が翌日の講演の打ち合わせをする間、私たち二人は幹部会議を傍聴させていただきました。「午

後の観光はムリだわぁ」なんてココロの声が吹き飛ぶほど、7県（沖縄には手話サークルがありません）から

集まった九州人の熱のこもった討議で、九州事情が垣間見えてきました。35 名の参加者のジェンダー比率は

女性 5対男性 2。九州男児の参加率は、なんて高いのでしょう！！ 

その後、安藤理事長にもお会いできました。とてもお元気な様子でした。 

それから、評議員総会が終わるのを待って、懇親会で合流です。九州の皆さんは、さらに盛り上がります。

宮崎の名物料理が並び、県ごとのメンバー紹介では、その芸達者さに笑い転げました。加えて、お酒が本当に

強い！ 応援隊二人も及ばずながら、食べる担当＆飲む担当としてねじり鉢巻で奮闘し、身体の弱い代表を 

援護しました。遠来の私たちは、これにて退散。 

しか～し、九州の元気さはまだまだ、眠りにはつきません。それから夜の街へと 

くりだしたようです。(@_@。 

翌 26 日、都サ連が依頼された九手連の一日研修です。 

会場を KIRISHIMA ツワブキ武道館会議室に移して、いよいよ高田代表の本番と 

なりました。   (次ページへ続く） 
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その内容は、8/28 の都サ連担当者会議で報告されることでしょう（日程的に、都サ連通信の原稿提出が 

先行なのです）。  

熊本地震を体験された方々の、せっぱつまるお話も伺いました。 

災害とは、人々の日常の暮らしの中に起きた非常事態です。聞こえない人たちや手話サークルの課題は、 

都会も九州も同じであることに気づきました。 

 

 ・個人ではなく、組織として動くことの意義 

・平時から、ご近所とコミュニケーションを重ねることの重要性 

自助・共助・公助＋近所（～九手連 森 事務局長の語録より～） 

・顔と顔を合わせて、手話で語れる場所の必要性・・・・・・・・などなど 

 

中元会長の「私たちはいつでも動けるサポート隊。九州という枠を超えて日本を動かしていかなければ 

ならない」という力強いことばに、サークル連絡協議会が全国へとつながる日も近いと確信して、会場を 

後にしました。 

思わく通りの観光はできなかったけれど、たくさんの土産話を持ち帰りました。 

詳細は、またお会いしたときに！ 

（杉石・林） 

 

 

 
 
● 日 時 ２０１６年９月１０日(土)出発９：００ ～  解散１７：００（予定）  
● 集合時間 午前８時４５分  
● 集合場所  新宿駅西口地上 明治安田生命ビルあたり  （後援会担当者がいます）  
● 参加費   ５、０００円（バス代・昼食・保険・おみやげ付）  
● 内容＊施設見学は、施設長はじめ皆さんで案内してくださいます。  
＊なかま・職員と参加者との交流タイム♪♪♪ ＊ミニ学習会（施設・あゆむ会・後援会等） 
※帰途立ち寄り：ＪＡ秋川ファ－マーズセンター  
● 申込み  下記の申込み書にご記入のうえ、８月３１日（水）までにＦＡＸ送信して下さい。       

先着順に受け付けます。  
● 問い合わせ先   たましろの郷後援会   

Ｔ／Ｆ０３－５４６８－３６１３ メールアドレス  tamasiro@athena.ocn.ne.jp     
東京都渋谷区東１－２３－３ 東京聴覚障害者自立支援センター  ３階  
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